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LTspiceの使い方については本誌2011年6月号特集「超入門！ 電子回路シミュレーショ
ン」で紹介しています．LTspice関連情報は以下のウェブ・サイトから入手できます．
http://toragi.cqpub.co.jp/tabid/470/Default.aspx

注1：LTspiceの入手方法：LTspiceはリニアテクノロジーのウ
ェ ブ・ サ イ ト http://www.linear － tech.co.jp/designtools/soft
ware/#LTspiceで［ダウンロード！ LTspice IV］をクリックす
ると，インストール・ファイルLTspiceIV.exeをダウンロードで
きます．頻繁にアップデートをしているので，最新版を入手し
てください．

加味した等価回路が用意できれば，かなりの精度で実
機のふるまいを再現できるはずです．しかし現実はそ
う簡単ではありません．それはデバイス・モデルが用
意されていない部品がたくさんあるからです［図1－1
（a）］．

● ほしい部品の正確なデバイス・モデルがあれば実
機のふるまいを「かなり忠実」に再現できる
　本連載では，デバイス・モデルの作成方法を無償の
電子回路シミュレータLTspiceを例に紹介します注1．
デバイス・モデルが用意されていない部品を使った回
路が解析できるようになります［図1－1（b）］．
　また，デバイス・モデルが用意されていても，電気
的特性が正確に表されていない場合もよくあります．
回路シミュレーションの解析の精度＝デバイス・モデ
ル（SPICEモデル）の精度といえるので，解析の精度

連載の目的

● 電子回路シミュレータを使うと実物を作らなくて
も動作や性能を確認できる
　本誌2011年6月号特集「超入門！ 電子回路シミュレ
ーション」で紹介したように，電子回路シミュレータ
を使うと，電子回路を手軽にパソコンで動かしてみる
ことができます．実物を作らずとも動作や性能を確認
したり，学習に利用したりできます．

● デバイス・モデルを入手できないのがネック
　電子回路シミュレータでは，デバイス・モデルと呼
ばれるシミュレータ上の部品を組み合わせて回路を記
述します．デバイス・モデルは，部品の電気的特性を
パラメータなどの形でもっています．
　電子回路シミュレーションを行うには，自分が描い
た回路の部品表ベースで電子部品のデバイス・モデル
を登録する必要があります．また，回路図シンボルも
部品ごとに準備する必要があります．
　回路で使用するすべて部品の正確な電気的特性を表
すデバイス・モデルがそろい，基板や実装状態なども
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（a）デバイス・モデルが入手できないと電子回路シミュレーシ
ョンが行えない

（b）正確なデバイス・モデルを作れれば「かなり忠実」に実機
のふるまいを再現できる

図1－1　電子回路シミュレーションを活用するにはシミュレータ上の部品「デバイス・モデル」の作成がキモ！
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